
9款　1項　3目

【会計】一般会計

9款：教育費　1項：教育総務費　3目：教育研究指導費

290

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

7,865千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

8 報償費

謝礼金 443千円 発明クラブ講師料等（83回分）

報償品 44千円 子ども議会用記念品（22人分）

11 需用費

食糧費 5千円 図画書写作品展等の実施に係る弁当代(2人分)・お茶代(22人分)

印刷製本費 182千円 図画書写作品展賞状（1,645部）の印刷代

12 役務費

運搬料 409千円 音楽会等に係る運賃（1,280人分）

14 使用料及び賃借料

自動車賃借料 4,735千円 みどりの少年団、音楽会等に係る大型バス賃借料（60台）

宿泊料 1,677千円 「草ぶえの丘」校外学習に係る宿泊料（1,300人分）

19 負担金補助及び交付金

学校運営費等交付金 370千円 みどりの少年団育成交付金

7,865千円

事業の概要

・地域人材を運営委員として委嘱し、工作活動の指導を行います。
・小学校で草ぶえの丘を利用した体験学習を実施します。
・佐倉市立美術館を利用し、市内幼・小・中学校の園児、児童、生徒の図画美術、書写の優秀作品展覧会を
実施します。
・各種音楽発表会やコンクールに参加する児童・生徒に対する支援を行います。
・校外学習等社会科の現地学習に対する支援を行います。

平成30年度　当初予算要求事業内容説明書

第3章　心豊かな人づくり、まちづくり

施策1　心を育てる学習を充実します

事業 児童生徒等校外活動事業

担当所属 指導課

予算要求額
（財源内訳）

7,865千円

基本施策7　心の教育の推進

事業の目的
児童生徒が体験的な学習を行うことにより、主体的に学習に取り組む能力を身につけ、学ぶことの楽しさや成
就感を体得させます。

事業の効果

・児童が市内の施設を見学することにより、佐倉市の特色の理解を深め、郷土を愛する気持ちが育ちます。
・事前学習や事後学習で体験的な学習の内容を深めることで、社会科、道徳、総合的な学習の時間、特別活
動等の授業が充実します。
・豊かな心や学習意欲が向上し、郷土で活躍できる人材の輩出につながります。

節 説明

計



【活動指標・成果指標】　

小学校社会科現地学習を実施する小学校数 23校

みどりの少年団参加校数 17校

幼小中図画書写作品展参観者数 10,000人

佐倉少年少女発明クラブの参加者数 20人

部会音楽会に参加する学校数 34校

指標名 平成30年度計画値

草ぶえの丘を利用した児童生徒等の数 1,500人


